
１３．例題

代数Ⅰ



合同式に関する定理
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ならば，かつ　

ならばかつ　推移律：

ならば，　対称律：

　反射律：

成り立つについて，次のことが数．このとき，任意の整より大きい整数とするを
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のとき，とくに，

が成り立つとおくとき，次のこと

について，数．このとき，任意の整より大きい整数とするを

)(mod)(mod),(mod

1),(1,,

mnbanbamba

nmnmba

≡⇔≡≡
= 成り立つであれば，次のことが．　より大きい整数とするをを整数，

定理m１

定理m２

定理m３



合同式に関する定理

ある．を法としてただ一つで

が存在し，を満足する整数解ならば，
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となることである．十分条件はが解をもつための必要 bnanbax |),()(mod≡

個である．を法として解の個数は

であるなれば，が解をもち　合同方程式
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定理m７（中国剰余の定理）

つの解をもつ．を法として唯は，

に対して連立合同式の組このとき，任意の整数

とする．し，を１より大きい整数と
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最大公約数，最小公倍数

• 中国剰余定理（ユークリッドの互除法）
– 2つの正整数a,b(a<b)において，大きい数bから小

さい数aを引いて

としても最大公約数は変わらない．
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合同式
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